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１．はじめに 
 中部沖縄トラフは，大規模な海底熱水鉱床の存在や過去

に熱水活動を終了した潜頭性鉱床が存在する可能性が指摘

され，海洋鉱物資源データ統合解析の実用化に向けて注目

すべき地域である（北田ほか，2014）．近年の海底鉱物資

源探査では，資源成因研究を目的とした海底地形・重力・

磁力・電磁気探査等の潜航調査によって多くのデータが取

得されている（たとえば，Kasaya et al., 2015；笠谷ほか，

2014）．一方で，これらのデータを統合的に解析する手法

の実用化が期待されている．そこで，筆者らはこれまでに

JAMSTEC が中部沖縄トラフを対象として実施してきた

複数の潜航において取得された映像記録から，最も基本と

なる海底面表層の地形・地質データを検討・抽出して整理

する作業を継続して行っている．これらの抽出したデータ

から海底表層の地質・構造等を体系的にとりまとめた「イ

ベントリスト」と「海底地質情報図」を作成した．また，

統合解析の実用化に向けて，潜航映像記録の地形・地質情

報を集約し可視化するために GIS ソフトへ登録した． 
 本報告では，これまでに実施した潜航映像記録からの地

質情報データの収集および GIS の登録の概要について紹

介する． 
 
２．サイトおよびデータ 
 対象地域は，JAMSTEC 研究船舶および探査機によって

地球物理・化学・生物・掘削など多数の調査・観測が行わ

れた中部沖縄トラフの伊平屋北海丘、伊是名海穴、野甫サ

イト周辺の 3 地域である．対象とした潜航は，有人潜水調

査船「しんかい 6500」，無人探査機「ハイパードルフィン」，

深海曳航調査システム「ディープ・トウ」による計 32 潜航

である． 

 潜航画像の抽出および整理に使用したデータは，潜水位

置情報，動画，静止画，航海情報を記載した各イベントロ

グなどである．このうち，潜水位置情報は SSBL 位置情報

より取得した．また，ビデオ映像及びカメラ画像データは

「しんかい 6500」の場合，水中テレビカメラ 2 台・イン

サイドカメラ・アウトサイドカメラを使用し，「ハイパード

ルフィン」の場合，ハイビジョンカメラ・CCD ビデオカメ

ラ・HD カメラ・スチルカメラ・SEA MAX（デジタルカ

メラ），「ディープ・トウ」の場合，メインビデオカメラ 1
台の映像を使用して地形地質情報の抽出を行った． 
 
３．方法と結果 
 地質情報の収集整理を進めるにあたって，最初に収録す

べき地形地質情報や潜航情報等の項目の検討を行った．検

討においては周辺海域での既存の航海情報や一般的に知ら

れている地形地質情報を網羅できるようにした．次に潜航

ごとに映像記録や各種航海情報から抽出したデータを海底

表層の地質・構造等体系的にとりまとめて時間順に並べた

「イベントリスト」と，位置を示した「海底地質情報図」

を作成した．最終的にそれらを基に GIS に登録した． 
3.1 イベントリスト 
 イベントリストには，各潜航の時刻（JST）ごとに，位

置情報，地表地質，構造地質，生物，観察所見，画像ファ

イル名，潜航者によるイベント記載を整理して入力した． 
 時刻は，画像データから海底地質の変化点等のイベント

を検出し，その状況を１分ごとにリストに記載した．位置

情報は，緯度，経度，深度，高度，ヘディングを記載した．

緯度・経度は，イベント時刻の soq を前後 10 点程度で平

均を取って代表値とした．深度・高度・ヘディングは映像

のテロップから取得した値を記載した．地表地質は，ビデ

オ映像の観察から得られた岩盤・溶岩，硫化帯，砂・泥，

リップル，礫の有無を示した．着底欄には映像着底・離底・
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第１図 GIS による海底地質情報の表示例 

海底面が見えない場合の状況を記載した．構造地質，生物

は，ビデオ映像の観察から得られた，断層・亀裂，チムニ

ー，熱水・湧水，バイオマット，生物群集の有無を示した．

観察所見は，上記イベントのほか，着底離底時刻，地質境

界の通過時刻，サンプリング，リップル（流れの方向），岩

質，断層・亀裂の走向，バイオマットの色，生物の密集度

などの情報をそれぞれ記載した．映像・画像ファイルは，

イベント抽出地点における映像をキャプチャーし，ファイ

ル名を記載した． 
3.2 海底地質情報図 
 海底地質情報図には，各潜航ごとに海底地形，潜航ルー

ト，表層の地質，構造，イベントおよび写真を整理して記

載した． 
 潜航ルートは SSBL 位置情報をプロットした．着底地点

には整理番号と時刻を示した．海底面表層の地質は，岩盤・

溶岩，硫化帯，砂・泥・礫混りに分類し，海底面が見えな

い場合には不明とした．表層の構造は，チムニー，熱水・

湧水，亀裂，バイオマット，生物群集を示した．イベント

は，特徴のある地形・地質情報がある地点にその時刻を示

した．特に代表的なイベントは写真と観察事項を示した． 
3.3 GIS へのデータ登録 
 潜航ごとに作成した海底地質情報図とイベントリストを

基に，潜航情報を GIS に登録した．使用したソフトは

ArcGIS である．ArcGIS による潜航情報表示例を第１図に

示す．データベース化したデータは，地形データ，潜航ル

ートおよび各地質情報で，これらをそれぞれレイヤーに登

録した．地形は XYZ データを基にフィーチャクラスから

作成したラスタデータと等高線データである．潜航情報は，

SSBL による位置，平均化した位置および着底位置である．

地質情報は，表層の地質，リップルマーク，熱水・湧水，

チムニー，亀裂，バイオマット，生物群集である．また，

映像をキャプチャーした画像や写真データは MAP 上から

ハイパーリンクで参照できるように設定した．これらを

ArcGIS の mxd 形式で登録した． 
 

４．おわりに 
 海洋資源研究を目的とした海底地形・重力・磁力・電磁

気探査等の潜航調査が多く行われている中部沖縄トラフを

対象として，「しんかい 6500」，「ハイパードルフィン」，

「ディープ・トウ」による複数の潜航において探査データ

とともに取得した映像記録から，海底面表層の地形・地質

に関するデータ（表層の地質，チムニー，熱水・湧水，亀

裂，バイオマット，生物群集等）を抽出した．それらのデ

ータを集約しリストにまとめるとともに，海底地質に関す

る情報を網羅した情報図を作成した．さらに，データベー

ス化するために GIS に登録した．複数の潜航ルートの地

形・地質情報をレイヤ管理することによって，各データソ

ースを一括表示するなど，俯瞰的に可視化することが容易

になった． 
 今後，統合解析の実用化に向けて，他の地域においても

潜航映像記録から得られる地質情報の収集・整理を行うと

共に，GIS の機能を活かした地形・地質解析を実施する予

定である． 
 

文  献 
笠谷貴史・北田数也・町山栄章・後藤忠徳・正木裕香・岩

本久則（2014）：伊平屋北海域における地形、地球物理

調査，物理探査学会第 131 回学術講演会論文集．

pp.212-213． 
Kasaya, T., Machiyama, H., Kitada, K. and Nakamura, 

K. (2015) Trial exploration for hydrothermal activity 
using acoustic measurements at the North Iheya 
Knoll. Geochemical Journal, vol.49, no.6, pp. 597-602.  

北田数也・笠谷貴史・町山栄章（2014）海洋鉱物資源デー

タの統合解析の実用化に向けて．日本地質学会第 121 年

学術大会講演要旨，p.282. 

113




